
阿育王寺・天童寺 
阿育王寺                                           

阿育王寺は寧波市区の東１６キロメートル、山紫水明な阿育王山にある。西晋の大康 3 年（２８２年）に

創建され 1700 年の歴史がありこの寺は奈良時代日本へ渡来した鑑真や宋代の道元、明代の画僧雪舟など

日中文化交流史上重要な寺院である。インドの紀元前２世紀、阿育王(アショカ王)が、王舎城大宝塔から

仏舎利を八万四千に分け、その内の 19 箇を中国に運び舎利塔を建設、そのひとつが阿育王寺の舎利宝塔と

いわれ、阿育王寺の名前が付いたという。また、ここは、鑑真和尚（688 年～763 年日本における律宗の

開祖。）が第２回目 743 年渡航に失敗し、再起を図るために滞在したお寺としても有名。現存する殿宇は

清代に再建されたもの。境内は広く８万平方メートル。敷地に南から北に向け天王殿、大雄宝殿、舎利殿、

法堂と続く。阿育王山の麓にある、舎利宝塔があることでも有名な浙江省にある中国禅宗五山の一つ。あ

との四つは、近くにある天童寺、杭州の万寿寺、霊隠寺、浄慈寺など。この寺には日本の栄西禅師（日本

臨済宗の開祖・わが国の茶、中興の祖）や了庵桂悟も在錫しています。 
道元入宋記念塔・南宋嘉定 16 年(1223)４月、日本僧道元禅師は海を渡りこの明州慶元府(源、寧波市)に着き、

商船内で阿育王寺の老典座と相見された。宝慶元年(1225)道元禅師は、太白山の景徳禅寺(現、天童寺)にて住持

如浄禅師に相見し、その膝下で一生参学の大事を成就された。日本に帰国された道元禅師は、永平寺を創建し、

日本曹洞宗の開祖と仰がれている。謹んでここに記念碑を建て、日中両国の文化交流と人民の伝統友誼の証と

する。発起人日本国曹洞宗大本山永平寺 第七十八世貫首 宮崎奕保 1998 年 11 月 謹記。 
法堂は法堂の二階は教典１６６２部、７１６８巻をおさめる蔵経楼となっている。 

      
       阿育王寺の石碑           阿育王寺の門前には広々とした大きな池 

   
     境内は広々としています        天王殿     天王殿の正面には弥勒菩薩（布袋さん）              

   
天王殿には左右に四天王        大雄寳殿       二層屋根の中心部は何んの意味？  

 



   
本堂にはご本尊の三世仏   裏堂には立派な観音曼荼羅    日本ではよく見られる地獄絵図 

   
 本堂の壁に貼られた幾枚かの地獄絵図 中国の寺々で見た地獄絵図は初めてです           

   
        立派な妙勝之殿              舎利殿      ご厨子入った仏舎利塔 

      
    後ろから見た仏舎利塔   ご厨子入った鑑真和尚   ご厨子の上の額には唐鑑真大師造像 
 
 
 
 
 



   
     鑑真和尚像       立派で豪華な遣唐使の船のモデルは実用的では有りません。 

   
        遣唐使の船      当時の遣唐使の持ち物の展示品    経典が展示されています 

      
晦谷亮禅師どの様な方ですか？        梵鐘          本堂の片隅に梵鐘 

      
天童寺（てんどうじ）。禅宗五山のひとつ。天童寺は太白山の麓にあり、山沿いに建立された。四方を山に囲ま

れた大伽藍。唐の僧、法王旋（ほうせん）が開元２０年（７３２年）に建立。現存の建築は 730 軒、面積

が延べ 5.8 万㎡、広大な敷地に天王殿・大雄宝殿・法堂、先覚堂、羅漢堂、鐘楼、御書楼などの２０数棟の

伽藍が立ち並び、すべての仏閣は長廊で繋がっている。基本的には明の時代のものとのこと。高僧、宏智

正覚、長翁如浄、密雲円悟などが禅宗道場の名を高めた。日本の曹洞宗の開祖道元禅師が修行のために入

宋、最初に上陸したと思われる地点で道元禅師が 1223 年４月に到着したことが記されている。臨済宗を伝

えた栄西や雪舟もここを訪れた。中国の一般的な建て方では、寺の玄関として天王殿が設けられている。

四天王と弥勒菩薩と険しい表情の韋駄天を同様に祀る。仏教的宇宙観に須弥山があり、その中腹に四天王

がいる。時空を異にする上部には兜卒天があり、仏教復活再生のために現れるとされる弥勒菩薩がいる。 
曹洞宗の本山、永平寺によって、１９９８年１１月に建立。碑には、古波止場・道元入宋記念塔には「南

宋嘉定 16 年(1223)４月、日本僧道元禅師は海を渡りこの明州慶元府(源、寧波市)に着き、商船内で阿育王

寺の老典座と相見された。謹んでここに記念碑を建て、日中両国の文化交流と人民の伝統友誼の証とする。

宝慶元年(1225)道元禅師は、太白山の景徳禅寺(現、天童寺)にて住持如浄禅師に相見し、その膝下で一生参

学の大事を成就された。 



   
古波止場・道元入宋記念碑       天童寺の石碑        池の周りに大きな伽藍 

   
天王殿 変わった文字の山号額   天王殿正面何故か布袋さん  天王殿入り口の両サイドには四天王 

   
         広い境内      大きな大雄宝殿には仏殿の山号額 仏殿の内部、正面の弥勒菩薩        

      
本堂には釈迦・薬師・弥陀如来像   釈迦三尊の左右には鐘と太鼓     裏堂には観音曼荼羅立像    

      
   何故か観音像の上には千手観音     千手観音像を拡大しました。   立派なご厨子の中はどなた様？ 



      
    修行層の瞑想中ですか       大きな伽藍             魚梆（ぎょほう） 

      
     ご厨子に道元禅師写真       道元禅師位牌          道元禅師の記念碑 

      

      日本曹洞宗官長 永平寺現住慧玉比丘敬誌と記されています。（拡大して見てください） 
 


